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おわりに 

 

第３号被保険者制度創設以来生じてきた記録不整合問題について、特例的な対応として、

上述のような対応策は必要であると考える。政府において速やかに成案を得た上で、国会

において立法化に向けた議論が行われることを期待する。 

また、年金制度に対する国民の信頼を確保するためには、実態に即した正しい被保険者

種別の下で、正しく保険料賦課や年金の支給がなされることが極めて重要であり、新たな

立法措置の下で、これまでに生じた不整合記録をできる限り正しく訂正するとともに、将

来に向けては、記録不整合問題が再発しないようにする必要がある。 

このため、公的年金制度を運営する政府においては、今般の問題が生じた背景や原因に

ついて調査分析を行いつつ、今後このような事態が再び生じないようにするための改善方

策を早急に講じることを求めたい。また、制度の施行までの間に、今般の立法措置の内容

や、第３号被保険者の資格や届出に関する制度の内容について、十分に周知広報を行うこ

とが必要である。 

同時に、被保険者たる国民の側に関しても、種別変更の届出は被保険者自身の義務であ

ること、自らの被保険者種別を正しいものとしておくためには自分自身の取組みが必要で

あることを訴えたい。 

なお、今般の問題は、第３号被保険者制度の運用に際して生じた問題ではあるが、同制

度については、これまでも様々な問題点が指摘されているところであり、今後、年金制度

改革について検討していく中では、第３号被保険者制度のあり方についても、別途、議論

を深めていくことを強く求めたい。 
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